
報 告 書 

開 催 日 時 平成２７年 ５月１８日（月） 午後７時００分 ～ 午後８時００分 

開 催 場 所 住田町農林会館 

出 席 議 員 

挨  拶    班長  及 川 修 一 

司 会 進 行 菅 原   悟 

報 告 者 清 水 幸 男 

記 録 者 菅 野   定 

参 加 議 員 佐 藤 信 一  千 田 勝 治 

参 加 人 数  ４名（事務局２名） 

主 な 要 望 

・ 提 言 等 

○ 住田町の火石仮設住宅団地には、陸前高田市民が現在６軒入居している。

平成３０年度には、新たな国道３４０号線が火石仮設住宅団地の敷地内に

整備されるため、それまでに仮設住宅から出なければならない状況になる

ことが見込まれる。そのため、市内の仮設への受け入れや、災害公営住宅

への入居、そして、新たな住宅への引っ越しの支援など、市の良心的な対

応を望む。 

○ 仲上仮設には、陸前高田市に勤めている市民がおり、片道２０㎞と遠距離

である。通勤の燃料代について、１か月に１５日～２０日の通勤に対して

月１，０００円～２，０００円程度の商品券等による補助があると良いの

ではないか。人口減少の歯止めになると思われる。 

○ 復興工事の進行状況にオリンピックの影響はあるのか。 

○ 震災で妻、子ども、家族を亡くし、ひとりになった男性から生きていく自

信がない旨話される。高台移転を希望しているが、市内に住む自信がない

という。４年経った今でも心のケアが必要な人がいる。 

 

議会広聴広報特別委員会 

広聴小委員会小委員長 松 田 信 之  様 

 

  平成２７年６月８日 

 

陸前高田市議会議会報告会開催要綱第１０条第１項の規定により提出します。 

平成２７年議会報告会３班   

班長 及 川 修 一  ㊞   


